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　任期満了（１１月１９日）に伴う市長と市議会議員の一般選挙が１１月３日

に告示され、市長は現職以外の立候補の届け出がなく、無投票になりま

した。市議会議員は１１月１０日に選挙が行われ、次の２０人に決まりました。

〈敬称略〉

石山　秀和　５６歳
［ 原町 ］

篠原　重壽　６０歳
［ 古川町 ］

安藤　忠明　６５歳
［ 出作町 ］

大平　直昭　５２歳
［ 豊浜町和田 ］

立石　隆男　５３歳
［ 大野原町内野々 ］

大久保　隆敏　６７歳
［ 大野原町萩原 ］

安藤　康次　６８歳
［ 池之尻町 ］

五味　伸亮　３３歳
［ 高屋町 ］

篠原　和代　５１歳
［ 古川町 ］

友枝　俊陽　３３歳
［ 大野原町大野原 ］

詫間　茂　６６歳
［ 観音寺町 ］

豊浦　孝幸　４５歳
［ 観音寺町 ］

高橋　照雄　７３歳
［ 出作町 ］

大矢　一夫　５５歳
［ 観音寺町 ］

秋山　忠敏　７５歳
［ 柞田町 ］

井上　浩司　５２歳
［ 豊浜町和田浜 ］

井下　尊義　４９歳
［ 観音寺町 ］

藤田　均　５３歳
［ 大野原町大野原 ］

大賀　正三　６８歳
［ 大野原町大野原 ］

伊丹　準二　５９歳
［ 豊浜町和田浜 ］

市長・市議会議員が決まりました

◆市長

◇市議会議員

白川　晴司　６７歳

［ 観音寺町 ］
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市職員を募集します

平成２６年度
　保育所入所児募集!

秘書課人事係　☎２３－３９１５

子育て支援課保育所係　☎２３－３９６２

平成２６年１月１９日（日）
試験区分　一般事務（身体障がい者対象）

受験資格

○昭和５４年４月２日以降に生まれた人

○自力で通勤し、介護者なしに職務を遂行できる人

○身体障害者手帳の交付を受けている人

○活字印刷文の出題と口頭での面接に対応できる人

○日本国籍を有する人

採用人数　１人

対象者

保護者がともに仕事や病気などのため、家庭で保育できない

児童（入所の必要度の高い児童から順次受け入れします）

申込先

新規児童：子育て支援課または各保育所（園）

継続児童：現在通っている保育所（園）

【注意】現在入所待ちで引き続き入所を希望する人は、改めて申

し込みの確認をしますので、必ず子育て支援課に連絡してく

ださい。

受付期間

　１２月２日（月）～２０日（金）

申し込み用紙は１２月２日（月）から子育て支援課または各保育

所（園）でお渡します。

締め切り前は混雑しますので、早めに申し込んでください。

 市内保育所（園）一覧表

保　育　所　名 所　在　地 定員（人） 対　象

観音寺保育所 ※ 観音寺町甲２５５８－２ ２４０ 生後６カ月～

粟井保育所 粟井町１４５３ ６０ ２歳～

伊吹保育所 伊吹町４８６－１ ４５ １歳～

大野原保育所 大野原町大野原１５３５－２ １２０ 生後６カ月～

豊浜保育所 豊浜町和田浜１１２４－１ ９０ 生後６カ月～

観音寺ふたば保育園 本大町１４８３－４ １２０ 生後３カ月～

柞田保育所 柞田町丙１５３８ １２０ 生後３カ月～

高室保育園 高屋町１２－１ ９０ 生後３カ月～

愛和保育園 木之郷町２０３ ９０ 生後３カ月～

観音寺中部保育園 植田町１２１７－３ １２０ 生後３カ月～

※観音寺保育所は、現在の東

保育所と西保育所を統合し

て、新しく開所します。

保育料は、市ホームページで

確認してください。

期間

　１２月２日（月）～２７日（金）（当日消印有効）

　午前８時３０分～午後５時１５分

　（土・日曜日、祝日を除く）

提出方法

秘書課（本庁３階）に持参または郵送

　〒７６８－８６０１（住所記載不要）

　観音寺市秘書課人事係

注意：電話や電子メールでの請求は不可

試験案内や申込書などは、市ホームページか

らダウンロードできます。

　　　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

第一次試験日 試験申込書受け付け

【注　意】

平成２６年４月から、対象年齢

（４月１日現在）が、粟井保育

所は２歳から、伊吹保育所は

１歳からになります。
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世
界
人
権
宣
言

第
一
条

　

す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、

か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い

て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
理
性

と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、

お
互
い
に
同
胞
の
精
神
を
も
っ

て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条

　

す
べ
て
人
は
、
人
種
、
皮
膚

の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政

治
上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的

若
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、

門
地
そ
の
他
の
地
位
又
は
こ
れ

に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ

る
差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、

こ
の
宣
言
に
掲
げ
る
す
べ
て
の

権
利
と
自
由
と
を
享
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

日
本
国
憲
法

第
十
一
条

　

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的

人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。

こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る

基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、

現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え

ら
れ
る
。

第
十
四
条

　

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に

平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、

性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地

に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
、

又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

差
別
さ
れ
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

平
成
２５
年
度
啓
発
活
動
年
間
強

調
事
項
（
１７
項
目
）

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う

・
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と

社
会
参
加
を
進
め
よ
う

・
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理

解
を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

　

う
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人
権
に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
よ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
を
な
く
そ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る

人
権
問
題
に
取
り
組
も
う

　

ど
の
課
題
も
大
変
重
要
で
、

早
期
の
解
決
が
必
要
で
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

差
別
問
題
、
家
庭
内
の
問
題

（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
相
続
な
ど
）
、
借
地
・

借
家
問
題
、
外
国
人
の
問
題
、

隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
で
困
っ

て
い
る
人
は
、
人
権
相
談
（
日

時
や
場
所
は
、
１９
ペ
ー
ジ
の
相

談
あ
れ
こ
れ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
）
や
地
元
の
人
権
擁
護
委

員
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
デ
ー
と
人
権
週
間

世
界
人
権
宣
言
６５
周
年

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
た

く
さ
ん
の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な

出
来
事
を
二
度
と
繰
り
返
す
ま

い
と
、
昭
和
２３
年
１２
月
１０
日
、

国
際
連
合
第
３
回
総
会
は
満
場

一
致
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
を

採
択
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
、
昭
和
２５
年
第
５
回
総
会

で
１２
月
１０
日
を
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌
年

の
昭
和
２４
年
に
、
毎
年
１２
月
４

日
か
ら
１０
日
ま
で
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
ま
し
た
。
こ
の
期

間
は
国
内
の
い
ろ
い
ろ
な
所
で
、

人
権
尊
重
に
つ
い
て
の
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
は
、
人
間
ら
し
い
幸
せ

な
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
権

利
で
す
。
お
互
い
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
差
別
の
な
い
明
る
い

世
の
中
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
違

い
を
尊
重
す
る
広
い
心
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

平成２５年度啓発活動重点目標

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう　相手の気持ち
　　　育てよう　思いやりの心～

人権課　☎２３−３９２８

第６５回人権週間
１２月４日～１０日

世界人権デー
１２月１０日
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注
意

　住
民
登
録
地
が
本
市
以
外
の

人
や
病
気
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
直
接
窓
口
で
手

続
き
が
で
き
な
い
人
は
、
郵
送

に
よ
る
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

通
知
対
象
の
証
明
書

○

住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含

む
）

○

住
民
票
の
記
載
事
項
証
明
書

○

戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
附

票
、
改
製
原
を
含
む
）

○

戸
籍
の
謄
・
抄
本
（
除
籍
、

改
製
原
を
含
む
）

○

戸
籍
の
記
載
事
項
証
明
書

通
知
内
容

　交
付
通
知
書
に
は
、
次
の
４

項
目
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

①
交
付
し
た
日

②
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類

　（
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
本

等
）

１２
月
４
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

高
松
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◇
四
国
一
斉
１２
時
間

　
　
　
　

電
話
人
権
相
談

　人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職

員
に
よ
る
電
話
人
権
相
談

☎
０
１
２
０

−

４
５
９

−

７
３
７

１２
月
４
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
９
時

◇
１２
月
１０
日
～
１６
日

　

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

　
　
　
　
　
　

啓
発
週
間

　北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
「
拉
致
」

な
ど
の
人
権
侵
害
問
題
に
対
す

る
関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ

う
。

事
前
登
録
が
で
き
る
人

○

本
市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人
（
除
籍
を
含
む
）

○

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
人
（
除
票
を

含
む
）

登
録
方
法

　本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
課
窓
口
で
登
録
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

登
録
に
必
要
な
も
の

○

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
保
険
証
な
ど
）

○

法
定
代
理
人
に
よ
る
申
請
の

場
合
は
、
戸
籍
謄
本
な
ど
資

格
を
証
明
す
る
書
類
と
法
定

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が

必
要

○

代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
本

人
確
認
書
類
が
必
要

　「
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」は
、
事
前
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
謄
本
な
ど
を
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
、
登
録
者
本
人
に
そ
の
交

付
し
た
事
実
を
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
住
民
票
の
写
し

等
が
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
を
本
人
が
早
期
に
知
る
こ
と
が
で
き
、

不
正
請
求
の
早
期
発
見
や
不
正
請
求
を
抑
止
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◇
人
権
啓
発
作
品
展

　市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
や
、
香
川
西
部
養
護
学
校

中
学
部
生
徒
の
作
品
展
示

１２
月
４
日
（
水
）
～
１０
日
（
火
）

共
同
福
祉
施
設
展
示
ホ
ー
ル

◇
人
権
出
前
講
座

　差
別
や
人
権
侵
害
の
な
い
地

域
や
職
場
づ
く
り
の
た
め
、
自

治
会
の
会
合
や
職
場
研
修
に
、

講
師
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。

　人
権
課

　☎
２３

−

３
９
２
８

◇
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職

員
に
よ
る
人
権
相
談
（
無
料
、

予
約
不
要
）

③
交
付
枚
数

④
交
付
請
求
者
の
種
別

　（
本
人
等
の
代
理
人
、
そ
れ

以
外
の
第
三
者
）

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

個
人
情
報
や
人
権
を
守
ろ
う

「
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」

日時：１２月８日（日）午後１時２０分～
場所：大野原会館アリーナ
講師：水谷修氏
演題：「夜回り先生、いのちの授業」
問い合わせ先：人権課
　　　　　　　☎２３−３９２８

ーーー プロフィール ーーー
　横浜市で、長く高校教

員として勤務。教員生活

のほとんどを、中・高校

生の非行・薬物汚染・心

の問題に関わっている。

若者たちからは「夜回り

先生」と呼ばれ、深夜の

繁華街のパトロールを通

して、多くの若者たちとふれあい、彼らの

非行防止と更生に取り組んでいる。

人 権 講 演 会 入場料無料
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●職員の給与に関すること

市職員の給与等の状況
　職員の給与費は、人事院勧告や他の地方公共団体との均衡を考慮

して、条例で定められています。平成２４年度の市職員の給与等の状

況について、その概要をお知らせします。

●特別職の報酬等の状況
（平成２４年４月１日現在）

区　分 給料月額等

給

　料

市　長
８５万２，３００円

（９４万７，０００円）

副市長
６５万７，０００円

（７３万円）　　　　

教育長
５８万５，９００円

（６５万１，０００円）

報

　酬

議　長 ５３万９，０００円

副議長 ４６万５，０００円

議　員 ４３万円　　　　

期

末

手

当

市　長

（平成２４年度支給割合）
６月期　１．４０月分　

１２月期　１．５５月分　
計　　２．９５月分　

副市長

教育長

議　長

副議長

議　員

退
職
手
当

市　長 退職時の給料月額の５００／１００

副市長 　　　　〃　　　　３５０／１００

教育長 　　　　〃　　　　２５０／１００

区　　分 観　音　寺　市 国

退
職
手
当

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 ２３．５０月分 ３０．５５月分

同じ

勤続２５年 ３３．５０月分 ４１．３４月分

勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分

最高限度額 ５９．２８月分 ５９．２８月分

その他の
加算措置

定年退職前加算措置
（２～２０％）

平成２４年度
１人当たり
平均支給額

８１７万７千円 ２，４５２万円 ―

●職員の手当の状況 （平成２４年４月１日現在）

区　　分
観音寺市 香川県 国

期　末 勤　勉 期末 勤勉 期末 勤勉

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

６月期 １．２２５月分 ０．６７５月分

同じ 同じ１２月期 １．３７５月分 ０．６７５月分

計 ２．６０月分 １．３５月分

職制上の段階、
職務の級等に
よる加算措置

有 有 有

平成２４年度
１人当たり
平均支給額

１４７万９千円 １５９万６千円 ―

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２４年度に退職した
職員に支給された平均額です。

（注）給料の（　）内は、減額措置
を行う前の金額です。

（３） 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成２４年４月１日現在）

（注）「平均給料月額」は、平成２４年４月１日現在におけ
る各職種ごとの職員の基本給の平均です。

　　　「平均給与月額」は、給料月額と毎月支払われる扶
養手当、住居手当、時間外勤務手当などの全ての
諸手当の額を合計したものです。

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 ４７．０歳 ３５万１，０００円 ３９万４，３２２円

技能労務職 ５３．２歳 ３５万５，３００円 ３８万２，９５５円

幼稚園教育職 ４３．７歳 ３２万６，７８９円 ３６万２，１１８円

住民基本台帳人口
（平成２４年度末）

歳 出 額（Ａ） 実 質 収 支 人 件 費（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）
（参考）平成２３年度

の人件費率

６万３，４４６人 ２４２億１，８５１万円 ６億４８２万８千円 ４３億８，１８３万９千円 １８．１％ １８．４％

（１） 人件費の状況（普通会計決算） （平成２４年度）

職員数（Ａ）
給　　　　　与　　　　　費 一人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給　 料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 計（Ｂ）

４１７人 １６億７，５９７万３千円 １億６，１０２万４千円 ６億３３９万３千円 ２４億４，０３９万円 ５８５万２千円

（２） 職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）職員手当には退職手当を含みません。
　　 職員数は、平成２４年４月１日現在の普通会計の人数で、全職員ではありません。

（平成２４年度）

（４）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２４年４月１日現在）

区　　　分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

一般行政職
大学卒 ２６万９，６００円 ３１万３，８００円 ３７万２，３５０円

高校卒 　　　－　　円 　　　－　　円 ３１万３，８００円

秘書課人事係　☎２３－３９１５
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平成26年度以降の
市税等の主な改正点

〈市民税・県民税の均等割額の変更について〉

　平成２３年１２月に施行された「東日本大震災

からの復興に関し地方公共団体が実施する防

災のための施策に必要な財源の確保に係る地

方税の臨時特例に関する法律」により、全国

的な臨時措置として平成２６年度から平成３５年

度までの１０年間、均等割（年額）の引き上げ

が実施されます。

　本市においても「観音寺市税条例」の一部

を改正し、均等割（年額）を下表のとおり引

き上げます。

　主な防災・減災施策は、「観音寺市総合振興

計画」に基づいた、防災施設の整備などです。

〈給与所得控除の上限の創設について〉

　給与所得の金額は、その年中の給与等の収

入額から給与所得控除額を控除した額で、そ

の控除額は下記の算式で算定することができ

ます。

　平成２６年度（平成２５年中）から給与等の収入

金額が１，５００万円を超える場合は、給与所得

控除額の上限が２４５万円の定額になりました。

●職員数
（１）部門別職員数の状況　（単位：人）

（２）年齢別職員構成の状況

（３）級別職員数等の状況

区分
標準的な
職務内容

職員数 構成比

１級 主事・技師 ４０人 ８．３％

２級 主事・技師 ３３人 ６．８％

３級 係長・主任 １０２人 ２１．１％

４級 主　査 １５４人 ３１．８％

５級
課長補佐
副主幹

１１６人 ２４．０％

６級
部長・参事
課長・主幹

３９人 ８．０％

計 ４８４人 １００％

区　分
部　門

平成２４年
職員数

対前年
増減数

普

　通

　会

　計

　部

　門

一

　般

　行

　政

　部

　門

議　　会 ５ ０

総務企画 ８４ △３

税　　務 ２６ △１

民　　生 ８１ △４

衛　　生 ５６ △５

労　　働 ０ ０

農林水産 ２０ △３

商　　工 ８ ０

土　　木 ３１ ０

計 ３１１ △１６

教育部門 １０７ △２

消防部門 ０ ０

小　　計 ４１８ △１８

　会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　　道 ２３ ０

下 水 道 ８ △１

交　　通 ５ ０

そ の 他 ３１ △５

小　　計 ６７ △６

合　　計
４８５

［５００］
△２４

［△２０］

（平成２４年４月１日現在）

（注）職員数は一般職（常勤の教育長を
含む）に属する職員数です。

　　　［　　］内は、条例定数の合計です。

給与等の

収入額

給与所得控除額

改　正　前 改　正　後

１，０００万円
超

１，５００万円
以下

給与等

の収入

金額　

×５％

＋

１７０万円

給与等

の収入

金額　

×５％

＋

１７０万円

１，５００万円
超

２４５万円

区　分
現　行

（年　額）

改正後（平成２６年度

～平成３５年度）　　

市民税 ３，０００円 ３，５００円

県民税 １，０００円 １，５００円

計 ４，０００円 ５，０００円

（注）観音寺市の給与条例に基づく給料表
の級区分による職員数（教育長を除
く）です。

　　　標準的な職務内容とは、それぞれの
級に該当する代表的な職務です。

【注】■ 塗りつぶし部分が改正された項目

2
11
18

33

46 48 42

79

130

1

32
43

0

60

80

120

20

40

100

140

２０
歳
未
満

２０
歳
～
２３
歳

２４
歳
～
２７
歳

２８
歳
～
３１
歳

３２
歳
～
３５
歳

３６
歳
～
３９
歳

４０
歳
～
４３
歳

４４
歳
～
４７
歳

４８
歳
～
５１
歳

５２
歳
～
５５
歳

５６
歳
～
５９
歳

６０
歳
以
上

職員数

（人）

税務課市民税係　☎２３－３９２２



8

年末年始の窓口等の休業日
　年末は窓口が大変混雑します。用事がある人は早めに済ませてください。

＊飼い主不明の犬・猫の引き取りは県西讃保健福祉事務所（☎２５－４３８３）です。

　１２月２７日（金）から１月５日（日）までは、受け付けできません。

＊そのほかの施設は、各施設へ早めに問い合わせてください。

窓　口　な　ど 休　業　日 注　　意

市
役
所

本庁　　　　☎２３－３９００

１２月２８日（土）～１月５日（日）
出生・婚姻・死亡などの届け出は、休み期間
中でも受け付けます。

伊吹支所　　☎２９－２１１１

大野原支所　☎５４－５７００

豊浜支所　　☎５２－１２００

収

　
　
　集

観音寺地域
☎２５－２６９８

可燃ごみ １２月３１日（火）～１月５日（日）

ごみは、指定された収集日の指定された場所
に、当日の午前８時までに出してください。
前日のごみ出しはできませんので、協力をお
願いします。

不燃ごみ １２月２８日（土）～１月５日（日）

伊吹地域
☎２９－２１１１
☎２９－２２２４

可燃ごみ・
不燃ごみ

１２月２８日（土）～１月５日（日）

大野原地域
☎５４－５７００

可燃・不燃・
資源ごみ

１２月３１日（火）～１月５日（日）

豊浜地域
☎５２－１２００

可燃ごみ １２月３１日（火）～１月５日（日）

不燃・資源ごみ １２月２８日（土）～１月７日（火）

持ち込みごみ　　　　　　　
　　　生活環境課　☎２５－２６９８　

１２月２８日（土）～１月８日（水）
１月は９日（木）から受け付けます。土・日曜
日、祝日以外の午前１０時から午後２時までに
搬入してください。

火
葬
場

燧望苑　　　☎６７－５６５０ １月１日（祝・水）・２日（木）

伊吹　　　　☎２９－２１１１ １月１日（祝・水）～３日（金）

く
み
取
り

観音寺地域　☎２３－１４３８

１２月２８日（土）～１月５日（日）
年末のし尿くみ取りは、必ず１２月１３日（金）ま
でに申し込んでください。

大野原地域　☎５４－２０６８

豊浜地域　　☎５２－２４５８

図
書
館

中央図書館　☎２３－３９６０

１２月２９日（日）～１月３日（金）大野原図書館☎５４－５７１５

豊浜図書館　☎５２－１２０６

　のりあいバス　☎２３－３９２４ １２月２９日（日）～１月３日（金）

　萩の湯　　　　☎５４－５５５５ 年末年始は、休まず営業

毎
月
５
日

　高
齢
者
交
通
安
全
日

　交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
日

毎
月
２０
日

　県
民
の
交
通
安
全
日

　年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新

年
会
な
ど
飲
酒
の
機
会
が
多
く

な
る
こ
と
や
、
交
通
量
の
増
加

や
慌
た
だ
し
さ
か
ら
重
大
事
故

の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
習
慣
付
け
、
交
通

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○

飲
酒
運
転
の
根
絶

○

交
差
点
お
よ
び
交
差
点
付
近

で
の
交
通
事
故
防
止

○

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

　１１
月
７
日
に
柞
田
保
育
所
と

柞
田
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
が
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
交
通
安
全
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
チ

ラ
シ
や
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
ま
し

た
。
グ
ッ
ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、

子
ど
も
た
ち
が
交
通
安
全
を
願

っ
て
一
生
懸
命
作
り
ま
し
た
。

市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

年末年始の
交通安全県民運動

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

12月10日～
　平成26年１月10日

市内の交通事故

発生件数 ４１６件（４２０件）

死 者 数 ５人（　１０ 人）

負傷者数 ５０４人（５１８人）

１／１～１０／３１

（　）内は昨年

交通死亡事故の抑止
あ
な
た
が
手
本

　ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　合
言
葉
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読書で広がる人のわ、

　　　　　街のわ、心のわ

　あのティラノが再び観音寺にやってくる。㈱ポプ

ラ社から重さ１００㎏もの超大型絵本「おまえうまそ

うだな」が再上陸。大迫力の読み聞かせの後には、

撮影会も開催します。

１２月２１日（土）～２８日（土）

平成２６年１月４日（土）～７日（火）

（月曜日休館、最終日は午後２時まで）

大野原図書館

平成２６年１月８日（水）～１５日（水）

（月曜日休館、最終日は午後３時まで）

中央図書館　

生涯学習課　☎２３－３９４３

１２月１５日（日）

受付：午後１時～　開演：午後２時～

大野原勤労青少年ホーム音楽室

（大野原図書館）

超大型絵本読み聞かせ会

学校教育課

　☎５４－５７１０

　子どもたちの俳句を絵手紙風に仕上げた作

品展です。俳句と絵手紙のコラボレーション

をぜひ見にきてください。

　　　１２月６日（金）～１０日（火）（月曜日休館）

　　　郷土資料館

　　　１２月１１日（水）～２０日（金）（月曜日休館）

　　　大野原図書館

　　　１２月２１日（土）～２８日（土）、平成２６年

　　　１月４日（土）～７日（火）（月曜日休館）

　　　中央図書館

　　　平成２６年１月８日（水）～１６日（木）

　　　（月曜日休館）

　　　豊浜図書館

　　　平成２６年１月１７日（金）～２４日（金）

　　　（土・日曜日休館）

　　　市役所本庁ロビー

　　　各会場、最終日は午後２時まで

　　　　　　　生涯学習課☎２３－３９４３

成人式のご案内 俳句絵手紙作品展

観音寺子ども読書
　　　フェスティバル

「観音寺市民音楽祭」
 　ポスターデザイン画展

日　時

日時

日時

日時

日時

日時

日時

日時

日時

場所

場所

場所

場所

場所

内容

場所

場所

場所

注意

場　所

対象者

内　容

注　意

平成２６年１月１２日（日）

受付：午後０時３０分～

式典：午後１時～

観音寺グランドホテル

平成５年４月２日から平成６年４月１日

生まれで、市内に住所や帰省先がある人

市内の小・中学校に在籍したことがある人

恩師からのビデオメッセージ、記念式典、

記念撮影

案内状は市内に住所がある人に送付しま

す。案内状が届かなくても該当する人は

ぜひ出席してください。

　　　生涯学習課　☎２３－３９４３問い合わせ先

問い合わせ先

問い合わせ先

問い合わせ先
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山 本 日
ひ

和
より

ちゃん

父 幸司さん　  　母 沙織さん
（粟井町）

 

 

熊 谷 維
ゆい

人
と

ちゃん

父 嘉人さん　   　母 明子さん
（大野原町大野原）

明 見 直
なお

哉
や

ちゃん

父 勝也さん　母 紗由里さん
（本大町）

桐 穂
ほの

花
か

ちゃん

父 悠也さん　   　母 美里さん
（出作町）

田 中 千
ち

菜
な

ちゃん

父 陸央さん　　　母 紅美さん
（柞田町）

満１歳の子どもを募集
　1２月２日から1２月2７日まで ３月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２4 年１２月生まれ

 
 

長 保 咲
さく

良
ら

ちゃん

父 智之さん　　　母 祐季さん
（出作町）

食育コーナー

　学校給食では、地域の特産物の伊吹いりこを活用した

郷土料理や地場産物を活用した献立を取り入れ、水産

業だけでなく市内で盛んな農業にも目を向けています。

　「レタスとブロッコリーのあえもの」は、郷土料理「ち

しゃもみ」をヒントに、生産量が全国シェア上位を誇

るレタスとブロッコリーを「さぬきの白みそ」であえ

て調理。新たな郷土の味として子どもたちに喜ばれて

います。また、「ダイコンの雪
せ っ か

花」も伝えていきたい郷

土料理の１つです。

★麦ごはん
★のり佃煮（香川県産）
★アジの甘酢づけ
★ダイコンの雪花
★レタスとブロッコ
　リーのあえもの
★ミカン　★牛乳

香川県の地元食材を
　　　　　食べよう！学ぼう！作ろう！

学校給食課　☎５７－６６６０

献立
（大野原学校給食センター）

❶レタスは一口大に切る。ブロッコリーは小房に
切り分け、ゆでて冷ます。
❷ちりめんじゃこをいって、冷ます。
❸ごまはいって、すりごまにする。
❹調味料を合わせ、①②③をあえる。

❶ダイコンと金時ニンジン、油揚げを短冊切りに
し、油揚げは熱湯で油抜きする。
❷ごま油を熱して①を炒め、油がなじんだら、く

ずした豆腐を加えて炒め、煮干し（かえり）を
入れて煮る。
❸②にしょうゆを入れて煮含める。

レタスとブロッコリーのあえもの

ダイコンとニンジンの雪花煮（郷土料理）

レタス１／２個、ブロッコリー１／３房、煮干し（ち
りめんじゃこ）５ｇ、白みそ大さじ１、三温糖大
さじ１、穀物酢小さじ２、いりごま大さじ１

ダイコン中１／４本、金時ニンジン中１／４本、油揚
げ１／２枚、豆腐１／２丁、ごま油小さじ１、煮干し

（かえり）５ｇ、濃い口しょうゆ大さじ１

（４人分）

（４人分）

材　料

材　料

作り方

作り方
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●食べて治して、ハッピーライフ

１２月１３日（金）午後２時～午後３時

脳卒中高血圧にご用心。無理なく出来る減

塩生活

１２月２０日（金）午前１０時～正午

調理実習＝簡単手作りおせち料理、一工夫

で減塩を

調理実習は実費６００円が必要

各教室予約が必要（調理実習は１週間前まで）

　同病院健康管理センター　☎５２－２７２６

　これからの季節にぴったりの香川の郷土料理

「打ち込みうどん」を作ります。小麦粉からうど

んを作ってみませんか。

　３０歳で子宮体がんを経験したやなせななさんは、

尼僧でシンガーソングライター。コンサートと医

師との対談を予定しています。ぜひ参加してくだ

さい。

１月１８日（土）午後１時３０分～

綾歌町アイレックス大ホール

無料

香川県健康福祉総務課　☎０８７－８３２－３２６１

各教室３０人（定員を超えた場合は抽選）

１００円、エプロン、三角巾

各教室１週間前まで

市食生活改善推進協議会

 　保健センター　☎２３－３９６４

１２月６日（金）午前９時３０分～午後１時

保健センター

１２月９日（月）午前９時３０分～午後１時

大野原いきいきセンター

１２月１３日（金）午前９時３０分～午後１時

豊浜福祉会館

健康
だより

男性料理教室

がんを語る
　　やなせななコンサート

子宮頸
けい

がん医療機関検診

大腸がん医療機関検診

１２月３１日（火）まで（診療時間内）

観音寺市内・三豊市内の指定医療機関（５

カ所）

子宮頸部細胞診

平成２５年度に２０歳以上になる人で、昨年度

に検診を受けていない人

子宮頸がん医療機関検診受診票、健康保険

証、診察券（持っている人）

２，１００円（６９歳以下）、５００円（７０歳以上）

申し込みがまだの人は、連絡してください。

無料クーポン対象の人は、平成２６年２月２８

日（金）まで検診が受けられます。

保健センター　☎２３－３９６４

１２月３１日（火）まで（診療時間内）

観音寺市内・三豊市内の健（検）診実施医

療機関

問診、免疫学的便潜血検査２日法

無料クーポン対象者（平成２５年度に４１歳、

４６歳、５１歳、５６歳、６１歳になる人）

大腸がん検診受診票（持っている人）、健康

保険証、大腸がん検診無料クーポン券

直接、医療機関で受診

無料クーポン券を紛失した人は、事前に保

健センターへ連絡してください。

保健センター　☎２３－３９６４

日時 場所 内容 対象

受付期間料金料持参物持

問合先申込先 注意注主催主

募集人数

●腎臓病教室（調理実習）

１２月１９日（木）午前１０時３０分～正午

「蛋白質をおさえても美味しいメニュー」

「減塩でも工夫次第でおいしく食べられる」

●夜間糖尿病教室

１２月１２日（木）午後６時～午後７時

講義（歯周病は糖尿病の合併症―歯磨きで

簡単予防、年末年始を上手に過ごそう）

●男性の調理実習

１２月４日（水）午前１０時～午後０時３０分

野菜たっぷり鍋

料注

三豊総合病院健康教室

持

主

１２月７日（土）午前９時～正午

　　　　　　午後１時～午後３時

一ノ谷公民館

一ノ谷地区献血推進協議会

１２月８日（日）午前９時３０分～正午

　　　　　　午後１時～午後３時

柞田公民館

柞田地区献血推進協議会

観音寺中央ライオンズクラブ

献血に協力してください

主

主

料

持

持

料
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　１０
月
１６
日
、
新
庁
舎
建
設
工
事
の

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
起
工
式

に
は
、
市
や
地
元
、
工
事
関
係
者
な

ど
約
８０
人
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
て
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　新
庁
舎
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
多

く
利
用
す
る
窓
口
を
１
階
に
集
約
し
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
基
礎
部
分
に
は
免
震

構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。
平
成
２７
年

５
月
開
庁
に
向
け
、
工
事
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　工
事
中
は
、
周
辺
の
皆
さ
ん
や
付

近
を
通
行
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
、
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市立総合体育館で第３８回観音寺支部老人スポーツ大
会が開催されました。ジグザグドリブルや玉入れなど、
昼食をはさんで行われた盛りだくさんの競技。「運動に
なるし楽しい」「自分たちのチームが活躍していてうれ
しい」などの声が聞かれ、６１９人の参加者は親睦を深
めながら心地よい汗を流していました。

▲ねんりんピックよさこい高知２０１３ペタンク交流大
会出場　下組チーム＝岡田民造、中村博司、三好栄一、
岡田文子／オーロラチーム＝安藤秀雄、安藤和子、国
土節子、原静子　　　　　　　　　〈敬称略・順不同〉

会場がひとつになってにぎやかに開催

チーム全員で楽しんで来ます

　粟井保育所で、おじいちゃんやおばあちゃんを招い
て、お祭りごっこと交通教室がありました。園児は、
おじいちゃんたちの太鼓に合わせて、手作りちょうさ
を担ぎ、声をかけ合いながら走り回ったり、差し上げ
たり。大人たちは、元気いっぱいの園児の様子に拍手
を送っていました。終了後には模擬の信号機を使って、
横断歩道の渡り方を訓練しました。

　豊浜小学校体育館で、第７回世代ふれあいスポーツ
大会がありました。雨にもかかわらず、世代を超えて
たくさんの人たちが参加。地区ごとに７つのグループ
に分かれての競技に、あちこちから歓声や笑い声が上
がっていました。世代や地域を超えたふれあいの場で
参加者は有意義な一日を過ごしていました。

みんなと楽しくお祭りごっこ

力を合わせて息を合わせて20
10

24
10

15
10

23
10

安
全
を
祈
願
し
て

　

新
庁
舎
建
設
の
起
工
式
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　山田ふれあい緑地でグリーンフェスティバルｉｎ観
音寺が開催されました。緑化推進啓発のため、香川県
造園協会三豊支部が主催で毎年１０月の都市緑化月間に
あわせて開催。さわやかな秋晴れのもと、早朝から大
勢の人でにぎわいました。緑化募金や苗木の無料配布、
緑化相談などがあり、色鮮やかな花を手に来場者は笑
顔いっぱいでした。

花と緑あふれるすてきな町に

　ゾンビボールやユニホック、長なわとびなど６種目
の競技を、親子で一緒に楽しむ元気アップフェスタが
総合運動公園であり、１３５人が参加。アイスホッケー
のプロ選手の指導を受ける子どもや飛び入り参加の高
校生、家族連れなどみんなでスポーツを楽しみました。
５０メートル走を子どもと競争し、必死に走る保護者の
姿も印象的でした。

秋晴れの中でさわやかな汗

　市内外の企業やボランティア約３５０人が、市のシン
ボル・銭形砂絵の砂ざらえをしました。大雨の影響で
溝にたまっていた水や藻をかき出したり、内側の文字
をスコップなどで平らに整えたりして作業が終了。く
っきりした文字になり金運パワーを感じます。ボラン
ティアの皆さん、ご協力ありがとうございました。

　アートと自然に親しんでもらおうと、子どもたちと
のワークショップを定期的に行っている荒井良二さん
の講演会がありました。「ワークショップの楽しさは、
知らない人同士の交流。形にならない何かを持って帰
ってもらうこと」と熱く話す荒井さん。約１２０人の参
加者は、作品を映像で紹介しながらの楽しいトークに
聞き入り、有意義なひとときを過ごしていました。

　観音寺・伊吹いりこをＰＲし、その魅力を再発見し
てもらおうと、第２回「いりこマルシェ」が、道の駅
「ことひき」で開催されました。「イリコモンスターを
探せ！」や「いりこだし飲みくらべ」、「伊吹いりこク
イズ」では、笑顔で相談しながら、子どもから大人ま
でが楽しんでいました。また、いりこめし、いりこせ
んべいなども好評でした。

ことし収穫された「いりこ」が大集合

人気の絵本作家が図書館に来たよ

　２回目を迎えた手作りちょうさ展がちょうさ会館で
開催中。会館展示室には、市内の幼稚園の大型手作り
ちょうさをはじめ本物そっくりに作られた力作が所狭
しと並んでいます。市外からも愛好家や観光客が訪れ、
手作りちょうさに見入っています。ぜひ一度大作を見
に来てください。開催は１２月１５日まで。（月曜日休館）

寛永通宝の砂ざらえが完了11
2

11
4

11 12～3 15 本物そっくりのちょうさ大集合

27
10

27
10

26
10
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

　
　
　
　
　
　
　療
養
費
制
度

　医
療
費
と
介
護
費
が
高
額
に

な
っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保

険
に
は
月
単
位
で
限
度
額
を
設

け
て
自
己
負
担
額
を
軽
減
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
医
療
と

介
護
両
方
の
負
担
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
継
続
的
に
重
複
し
て

い
る
世
帯
に
と
っ
て
、
家
計
の

負
担
は
軽
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
制
度
で
は
、
同
一
世
帯

内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
で
、
１
年
間
（
毎
年

８
月
１
日
〜
翌
年
７
月
３１
日
）

に
「
医
療
保
険
」
と
「
介
護
保

険
」
の
両
方
に
自
己
負
担
が
あ

り
、
そ
の
合
計
が
左
表
の
算
定

基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
申

請
す
る
と
基
準
額
を
超
え
た
金

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　支
給
対
象
者
に
は
、
香
川
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
申
請
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○

後
期
高
齢
者
医
療
と
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証

○

申
請
者
の
印
鑑

○

振
込
口
座
が
分
か
る
も
の

　（
被
保
険
者
本
人
の
口
座
以
外

へ
の
振
り
込
み
は
、
委
任
状

が
必
要
）

　健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

　社
会
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　市
内
に
住
所
が
あ
り
、
１
カ

月
の
う
ち
１５
日
以
上
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
人
に
、
月
額
５
千

円
を
支
給
し
ま
す
。

　支
給
は
年
度
末
で
す
が
、
適

正
な
事
務
を
行
う
た
め
、
該
当

す
る
人
は
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
要
介
護
４
・
要
介
護
５

の
人
を
、
介
護
し
て
い
る
人

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

大
野
原
支
所
、
豊
浜
支
所

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
を
作
成
す
る
た
め
、
地
区
農

業
委
員
補
助
員
の
方
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
登
載
申
請
書
を
各

農
家
へ
配
付
し
、
平
成
２６
年
１

月
１
日
現
在
の
状
況
を
確
認
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
６

後
期
高
齢
者
医
療

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

　
　
　
名
簿
登
載
申
請
書

ね
た
き
り
者
在
宅
介
護
手
当

　
　
　
　
　
を
支
給
し
ま
す

お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
む
け
て
⑮

～
ま
ち
を
創
造
す
る
仕
組
み
～

企
画
課

　☎
２３
ー
３
９
１
７

　ま
ち
づ
く
り
に
は
市
民
の
主

体
的
な
参
加
が
不
可
欠
で
す
が
、

地
方
自
治
法
で
は
こ
の
市
民
参

加
権
を
明
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
す
る
権
利
を
、
自
治
基

本
条
例
で
規
定
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
前
回
に
引
き
続
き
、

こ
の
参
加
権
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
他
市
の
条
例
を
参
考
に

条
文
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

⑦
参
加
の
機
会
と
実
施
（
№
１
）

　市
は
、
市
民
参
加
の
理
念
を

実
現
す
る
た
め
に
、
市
民
に
参

加
制
度
や
手
続
き
を
明
確
に
し
、

参
加
の
機
会
を
保
障
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
特
に
重
要
な
施

策
の
立
案
、
実
施
、
評
価
の
各

段
階
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
案

の
性
質
や
影
響
を
考
慮
し
、
適

切
か
つ
効
果
的
な
方
法
で
参
加

し
て
も
ら
う
べ
き
で
す
。

　ま
た
行
政
や
議
会
は
、
市
民

の
意
見
が
政
策
の
決
定
な
ど
に

反
映
さ
れ
る
よ
う
に
参
加
の
機

会
を
保
障
し
、
多
様
な
参
加
制

度
や
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整

備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
市
民
参
加
を
推
進
す

る
た
め
に
、
行
政
に
つ
い
て
の

興
味
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
条
例
に
定
め
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

（
参
画
の
保
障
）

第
○
条

　市
の
執
行
機
関
は
、

市
民
の
意
見
が
市
政
に
反
映
さ

れ
る
と
と
も
に
、
参
画
す
る
機

会
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
、
多
様

な
参
画
制
度
を
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
市
の
責
務
）

第
○
条

　市
は
、
市
民
の
市
政

へ
の
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、

市
の
行
政
に
つ
い
て
、
市
民
の

興
味
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　次
回
は
、
「
⑦
参
加
の
機
会

と
実
施
（
№
２
）」
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

所 得 区 分
算定基準額

（医療＋介護）

現役並み所得者 ６７万円

一　　般 ５６万円

低所得者
Ⅱ ３１万円

Ⅰ １９万円

（注）
算定基準額を超えた額が５００円以下の
場合は支給できません。
計算期間：毎年８月１日から翌年
　　　　　７月３１日までの１年間
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料

●
転
出
後
も
継
続
利
用
が
可
能
に

　現
在
有
効
な
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
が
市

外
に
転
出
す
る
場
合
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
と
、
継
続
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
電
子
証
明
書
は
市
外

転
出
に
よ
り
失
効
）

●

申
請
方
法

　次
の
も
の
を
持
参
し
て
、
市

民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
官
公
署
発
行
の
顔
写
真

付
き
身
分
証
明
書
と
健
康
保

険
証
等
の
確
認
書
類
２
点

○

印
鑑

○

手
数
料
５
０
０
円

○

顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希
望

す
る
場
合
は
、
６
カ
月
以
内

に
撮
影
し
た
写
真
（
無
帽
、

無
背
景
、
縦
４
・
５
㎝
×
横

３
・
５
㎝
）
が
必
要

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　事
前
の
相
談
が
必
要

　市
家
庭
児
童
相
談
室 

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
５
７

　子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
特
徴

○

顔
写
真
付
き
と
写
真
な
し
が

選
択
で
き
、
顔
写
真
付
き
は

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

○

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
後
、

本
人
確
認
書
類
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

○

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
で
必
要
な

電
子
証
明
書
を
記
録
で
き
ま

す
。（
別
途
、
申
請
手
数
料
５

０
０
円
が
必
要
）

　母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子

家
庭
の
父
の
自
立
促
進
の
た
め
、

教
育
訓
練
講
座
の
受
講
や
養
成

機
関
へ
の
通
学
な
ど
に
対
し
、

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

○

自
立
支
援
教
育
訓
練

　
　
　
　
　
　
　給
付
金
事
業

　自
ら
の
能
力
開
発
の
た
め
に

指
定
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し

て
、
修
了
し
た
場
合
に
、
経
費

の
２０
％
（
４
千
円
〜
１０
万
円
）

を
支
給
し
ま
す
。

○

母
子
家
庭
等
高
等
技
能
訓
練

　
　
　
　
　
　促
進
費
等
事
業

　看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど

の
資
格
取
得
の
た
め
、
養
成
機

関
（
通
学
制
）
で
２
年
以
上
修

業
す
る
場
合
に
、「
高
等
技
能
訓

練
促
進
費
」
を
支
給
し
ま
す
。

（
上
限
２
年
）
ま
た
、
修
業
期
間

修
了
時
に
は
「
入
学
支
援
修
了

一
時
金
」
を
支
給
し
ま
す
。（
左
表
）

身
分
証
明
書
に
な
り
ま
す

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

母
子
家
庭
等
自
立
支
援

　
　
　
　
給
付
金
事
業

注

▲見本（総務省ＨＰより）

訓練促進費
（月額）

一時金

市民税
非課税
世帯　

１００，０００円 ５０，０００円

市民税
課税世
帯　　

７０，５００円 ２５，０００円
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　従
業
者
４
人
以
上
の
製
造
事

業
所
を
対
象
に
、
１２
月
３１
日
現

在
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
記

入
内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
調

査
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　冬
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
年

間
で
一
番
多
い
時
期
で
す
。

　電
力
の
安
定
供
給
や
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
、
一
人
ひ
と

り
が
節
電
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
で
き
る
節
電

○

エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を

定
期
的
に
掃
除
す
る

○

暖
房
の
設
定
温
度
は
２０
℃
を

目
安
に
す
る

○

冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
は
弱
に

し
、
詰
め
込
み
す
ぎ
ず
、
扉

の
開
閉
を
少
な
く
す
る

○

不
必
要
な
照
明
は
消
す

○

テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
デ
ッ
キ
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
電
源
タ
ッ

プ
を
使
用
し
、
待
機
電
力
を

ゼ
ロ
に
す
る

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　古
く
か
ら
絵
馬
の
奉
納
が
行

わ
れ
て
き
た
琴
弾
八
幡
宮
で
、

絵
馬
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

１２
月
１
日
（
日
）

豊
田
小
学
校
、
粟
井
小
学
校

１２
月
７
日
（
土
）

一
ノ
谷
小
学
校

１２
月
１５
日
（
日
）

大
野
原
中
学
校

す
。
絵
馬
に
思
い
思
い
の
絵
を

描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
２６
年
２
月
２８
日
（
金
）
ま
で

絵
馬
が
な
い
場
合
は
、
１
４

０
円
切
手
を
同
封
の
上
、
左

記
へ
請
求
す
る
と
送
付
さ
れ

ま
す
。（
自
作
の
絵
馬
版
で
も

構
い
ま
せ
ん
が
、
木
製
の
板

に
限
り
ま
す
）

絵
馬
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
願
い
事
を
記
入

し
、
左
記
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

〒
７
６
８

−

０
０
６
１

観
音
寺
市
八
幡
町
１

−

１

−

１

　
　
　
　
　琴
弾
八
幡
宮
内

全
国
奉
納
絵
馬
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　実
行
委
員
会
あ
て

商
工
観
光
課

　

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

募
　集

16

資
源
回
収
予
定

第
３０
回
全
国
奉
納
絵
馬

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

節
電
に
努
め
て
く
だ
さ
い

注

男
女
共
同
参
画

「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
男
女
が
と
も
に
認
め
合
い
、
と
も
に
支
え
合
う
ま
ち
」

　
　
　
の
実
現
に
向
け
て
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

　『
男
女
が
と
も
に
認
め
合
い
、

と
も
に
支
え
合
う
ま
ち
』
の
実

現
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参
画

へ
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推

進
す
る
た
め
、
平
成
２２
年
に
観

音
寺
市
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
名

称
は
、「g

e
n
d
e
r-e

q
u
a
lity

」

（
男
女
の
平
等
）の
頭
文
字「g

-e

」

と
「
元
気
」
を
合
わ
せ
た
も
の

で
、「
人
も
ま
ち
も
元
気
に
な
る

よ
う
に
」
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
し

て
い
る
民
間
の
団
体
や
グ
ル
ー

プ
が
登
録
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
を
認
め
合
い
、
尊
重

し
、
情
報
や
意
見
交
換
、
交
流

学
習
等
連
携
を
図
り
な
が
ら
自

主
的
に
男
女
共
同
参
画
の
推
進

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　市
内
を
拠
点
と
し
て
、
活
動

し
て
い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
、「
活
動
を
広
げ
た
い
、

他
団
体
の
情
報
が
欲
し
い
、
交

流
し
た
い
」
そ
ん
な
思
い
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
登
録
団
体
の
募

集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。「
団

体
登
録
申
込
書
」
を
送
付
し
ま

す
。
な
お
、
申
込
書
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

　住
民
が
主
体
と
な
り
日
常
生

活
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
こ
と
が
、

豊
か
で
活
気
あ
ふ
れ
る
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
男
女
が
と
も
に
認
め
合
い
、
と

も
に
支
え
合
う
ま
ち
」
そ
ん
な

ま
ち
づ
く
り
を
、
み
ん
な
で
一

緒
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

月　日 １２月のスポーツ行事

１２／１４
ｂｊリーグ２０１３−１４シーズン
高松ファイブアローズホーム公式戦
１９：００～／市立総合体育館

１５
ｂｊリーグ２０１３−１４シーズン
高松ファイブアローズホーム公式戦
１４：００～／市立総合体育館

２１・２２

第２回観音寺ガールズサッカーフェス
ティバル
９：００～／総合運動公園
西讃バスケットボール大会
９：００～／市立総合体育館ほか１会場

お
知
ら
せ

協
力
し
て
く
だ
さ
い

平
成
２５
年
工
業
統
計
調
査
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料

入
居
資
格

　次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

○

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

○

同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る

○

収
入
が
所
定
の
基
準
に
該
当

し
て
い
る

○

県
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

○

暴
力
団
員
で
な
い

募
集
団
地
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

香
川
県
建
築
設
計
協
同
組
合

（
香
川
県
住
宅
課
分
室
）

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
５
８
７

　創
立
３０
周
年
を
迎
え
た
放
送

大
学
で
は
、
平
成
２６
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
や
福
祉
、

経
済
、
歴
史
、
文
学
、
自
然
科

学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

平
成
２６
年
２
月
２８
日
ま
で

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
３
７

−

９
８
７
７

・
人
と
の
関
係
に
悩
ん
で
い
る

・
話
を
聴
い
て
ほ
し
い

・
家
か
ら
一
歩
、
外
に
出
た
い

・
日
中
の
活
動
場
所
を
探
し
て

い
る
な
ど

生
活
の
し
づ
ら
さ
を

　
　
　感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

　支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
は
、

発
達
障
が
い
が
あ
る
高
校
生
以

上
の
人
が
、
日
中
活
動
を
す
る

所
で
す
。
本
人
や
家
族
も
一
緒

に
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
電

話
や
メ
ー
ル
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ー
フ
支
援
セ

ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ

　

☎
２４

−
８
１
１
１

月
〜
金
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
休
み
）

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

Ⓔw
ith

2
0
1
1
@

se
a
.p

la
la

.

o
r.jp

募
集
月

　６
月
、
９
月
、
１２
月
、
３
月

　（
各
月
１
日
〜
１０
日
頃
）

　所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税

の
申
告
は
、
自
宅
か
ら
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用

し
て
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
で

き
ま
す
。（
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
は
「
確
定
申
告
特
集

ペ
ー
ジ
」
を
見
て
く
だ
さ
い
）

所
得
税
の
確
定
申
告

　
　ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
リ
ッ
ト

○

添
付
書
類
の
提
出
省
略

　医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴

収
票
等
は
記
載
内
容
を
入
力

し
て
送
信
す
る
こ
と
で
、
書

類
の
提
出
を
省
略
で
き
ま
す
。

○

還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

○

２４
時
間
利
用
可
能

　ｅ
−

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w

w
.e

-ta
x
.n

ta
.g

o
.jp

　観
音
寺
税
務
署

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
１
９
６
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図書館だよりLibrary News

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

休館日　　　　　　　2・9・16・23 日
年末年始の休館日　　29 日（日）～１月３日（金）

★おはなし会
★古典文学講座

14日（土）　　　10：30～11：30
21日（土）　　　９：30～11：30

大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　柳井正　著　　「一勝九敗」（新潮社）

７日（土）　　13：30～14：10
21日（土）　　10：30～11：10
10日（火）　　11：00～11：30
13日（金）　　13：30～

中央図書館

豊浜図書館
７日（土）　　13：30～14：30

21日（土）　　13：30～14：00

★工作教室
　かわいいカードをつくろう！
★おはなし会
　紙芝居「てぶくろをかいに」ほか

「年末年始あれこれ　　　　　
　　　　　お役立ち本」特集

おすすめ本

クリスマス料理やおせち料理、大掃
除の仕方など、年末年始に大活躍♪

１位「夢　幻　花」
　　　　　東野圭吾………５９回
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

２位「海賊とよばれた男」（上）
　　　　　百田尚樹………５０回
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

２位「海賊とよばれた男」（下）
　　　　　百田尚樹………５０回
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

４位「ホテルローヤル」
　　　　　桜木紫乃………４６回
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

５位「色彩を持たない
　　　多崎つくると、
　　　　　　　彼の巡礼の年」
　　　　　村上春樹………４２回

（４月１日～９月３０日）

平成２５年度上半期
予約ベスト５

スマートフォンで、写真やオリジナ
リティ溢れる年賀状にチャレンジ！

「スマホでもＯＫ！　　　　　　
写真から年賀状まで自由自在」

ＮＨＫ出版 /発行

注

情
報

掲
示
板

お
知
ら
せ

放
送
大
学
４
月
生
募
集

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税

　
の
申
告
は
ｅ

−

Ｔａ
ｘ
で

発
達
障
が
い
の
人
と

　
　
　
　
家
族
の
人
へ

募
　集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集



１２
月
８
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
２
時

伊
吹
漁
協
煮
干
集
出
荷
場

い
り
こ
体
感
イ
ベ
ン
ト
「
イ

リ
コ
モ
ン
ス
タ
ー
を
探
せ
！
」、

い
り
こ
模
擬
せ
り
体
験
、
い

り
こ
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
う
ど

ん
と
い
り
こ
飯
の
販
売
、
い

り
こ
グ
ッ
ズ
・
物
産
の
直
売
、

郷
土
料
理
の
試
食
、
い
り
こ

酒
コ
ー
ナ
ー
な
ど

観
音
寺
市
観
光
協
会

　
　
　
　☎

２４

−

２
１
５
０

１２
月
８
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
２
時

伊
吹
漁
協
煮
干
集
出
荷
場

漁
協
の
水
産
加
工
品
実
演
販

売
、
農
産
物
販
売
（
野
菜
、

果
物
、
花
な
ど
）、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
（
和
太
鼓
演
奏
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
ハ
マ
チ
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
試
食
会
、
お
魚
つ

か
み
取
り
）
、
抽
選
会
な
ど

「
い
り
こ
祭
り
」
同
時
開
催

三
豊
郡
漁
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　☎

２５

−

３
９
６
３

１２
月
１８
日
（
水
）
〜
２０
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

１２
月
１７
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

１２
月
１
日
（
日
）（
小
雨
決
行
）

午
前
８
時
３０
分
受
付
開
始
、

午
後
３
時
ご
ろ
解
散

豊
浜
南
部
集
会
所
集
合

魚
見
山
森
林
公
園
を
中
心
に
、

往
復
約
１２
㎞
を
歩
く

２
０
０
円
（
当
日
集
金
）

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

　平
成
２６
年
１
月
か
ら
３
月
ま

で
の
出
張
相
談
が
、
月
２
回
に

な
り
ま
す
。
１５
歳
か
ら
３９
歳
ま

で
の
人
で
、
仕
事
に
就
い
て
お

ら
ず
、
家
事
も
通
学
も
し
て
い

な
い
人
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
よ
る
支
援
相
談
や
職
業
適
性

検
査
、
ア
ド
バ
イ
ス
、
支
援
計

画
の
立
案
、
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内

な
ど
を
行
い
ま
す
。

１
月
の
相
談
日
時

平
成
２６
年
１
月
８
日
（
水
）
・

１５
日
（
水
）

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

２
月
と
３
月
の
相
談
日
は
、

広
報
紙
の
「
相
談
あ
れ
こ
れ
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
２
階

会
議
室

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
８
７
７

−

５
８

−

１
０
８
０

18

問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

と
れ
た
て
の
お
さ
か
な
大
集
合

観
音
寺
・
三
豊
お
さ
か
な
市
２
０
１
３

　
　
　
　
　
活
魚
・
鮮
魚
の
大
即
売
会

第
４
回
観
音
寺
・
伊
吹

　
　
　
　
い
り
こ
祭
り

さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

就
農
相
談

魚
見
山

健
康
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
３

相
　談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

くらしのワンポイントアドバイス

「お金をあげます」メールに注意
事例／「競馬の賞金５００万円をあげます」とい

う内容のメールが届いた。

アドバイス／これは、メールにあるＵＲＬをク

リックすると出会い系サイトなどに誘導され、

お金を受け取るために、有料のポイントを使い

メールを何度もやり取りさせ、お金を使わせる

手口です。いくらやり取りしても、絶対にお金

はもらえません。支払ったお金を取り戻すのも

非常に困難です。

　また、返信すると大量の迷惑メールが届く場

合もあります。

　「お金をあげます」というメールには関わらず、

メールは無視してください。困ったときは、下

記に相談してください。

　西讃県民センター　☎２５－５１３５

　商工観光課商工係　☎２３－３９３３

持 料
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１１日（水）・２５日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　１８日（水）午前１０時～午

後３時　本庁地下会議室　日本年金機構善通寺年金事

務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　４日（水）

午前１０時～午後３時　本庁地下会議室　街角の年金相

談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）

　　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　４日（水）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　４日（水）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　

１０日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１１日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　５日（木）・１９日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ５日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　８日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　 　先着３人 　４日（水）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談

室　保健師

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　 １０日（火）・２４日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 ３日（火）・１７日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ５日（木）・１９日（木）午前１０時～正午

　　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ３日（火）

・１７日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

４日（水）午前１０時～午後 4 時　観音寺市中央公民館２

階会議室　 就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　　土・日

・祝を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成セ

ンター

行政相談　☎２３−３９１５　　２０日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所

所

所
所

所

数

数

内 対

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講

講所
い
よ
う
に
配
慮
す
る

　緊
急
車
両
の
円
滑
な
走
行
の

た
め
に
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

10
31

火
災

救
急

２
、２
９
１
件

22
件

　

　　
火
災

救
急

　消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車

は
、
い
ち
早
く
災
害
の
現
場
に

到
着
で
き
る
よ
う
、
緊
急
自
動

車
と
し
て
道
路
交
通
法
上
の
特

例
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
車
両
が
緊
急
通
行
す
る

た
め
に
は
、
一
般
車
両
が
進
路

を
譲
る
な
ど
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

　消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車

が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
接
近

し
て
き
た
場
合
に
は
、
状
況
に

応
じ
て
次
の
よ
う
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

○

周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
、
速

や
か
に
進
路
を
譲
る

○

交
差
点
付
近
で
は
交
差
点
へ

の
進
入
を
避
け
、
道
路
の
左

側
に
寄
っ
て
一
時
停
止
す
る

○

狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
す
る

場
合
は
、
通
行
に
支
障
が
な

消
防
自
動
車
等
の

緊
急
通
行
時
の
安
全
確
保

１０月１日～３１日（敬称略）

香典返し

木之郷町

吉 岡 町

大野原町大野原

大野原町大野原

南 町

豊浜町箕浦

流 岡 町

石川　和久＝

中野　重信＝

高橋　俊介＝

香川久美子＝

藤村　拓司＝

黒田　治光＝

大西　政博＝

横山　昌弘＝

田中　計三＝

井下　維陽＝

大西　　勲＝

請川　高善＝

村 黒 町

豊浜町和田

大野原町花稲

豊浜町姫浜

木之郷町

チャイルドシート寄付
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今月の人口
人　口
男 女

世帯数人
人

世帯
人

63,243 
30,374 

24,206 
32,869 

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

平
ひら

塚
づか

古墳⑤（大野原町）観音寺市の
　古墳文化

１１月１日現在
 外国人を含む

１２

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

12 月の納税・納付

固定資産税・都市計画税　（３期）
後期高齢者医療保険料　　（６期）
納期限　12月 25日（水）

納め忘れのないよう、便利な口座振替をぜひ
利用してください。税務課　☎２３－３９２２

医
歯

薬

競

競

高
伊保

いき
ふれ

共福

大中

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
競輪場
大野原中央集会場
高室公民館
伊吹公民館

愛育会行事

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

豊福
愛

高室医院

中島歯科医院

ナショナル調剤薬局

姫浜調剤薬局

パパママ教室

柞田公民館

松井病院

曽川歯科医院

きづな調剤薬局

ケイ・アイ薬局

国土外科医院

姫浜調剤薬局

渡辺ハートクリニック内科

ファーマシィ観音寺薬局

快生堂豊浜調剤薬局

西山整形外科医院

小林歯科医院

こまつ薬局古川

ひまわり調剤薬局三豊

宮崎内科医院

豊永歯科クリニック

快生堂豊浜調剤薬局

今滝医院

森川歯科医院

石川薬局

ひまわり調剤薬局三豊

高屋町　   ☎25−8311

観音寺町（七間橋）☎25−3069

高屋町　  ☎56−0012

豊浜町　  ☎52−1733

9:00～11:30

9:30～12:00／13:00～15:00

村黒町  ☎23−2111

豊中町  ☎62−2002

村黒町  ☎24−4976

豊浜町  ☎52−1818

古川町  ☎25−0290

豊浜町  ☎52−1733

植田町  ☎23−2022

植田町  ☎57−6860

豊浜町  ☎56−3260

古川町  ☎25−0107

詫間町  ☎83−6333

古川町  ☎56−0555

豊浜町  ☎52−5100

観音寺町（大和）☎25−1280

吉岡町  ☎25−9664

豊浜町  ☎56−3260

粟井町  ☎27−6218

山本町  ☎63−2968

観音寺町（柳）☎25−3884

豊浜町  ☎52−5100

医

医

医

医

医

医

医

歯

歯

歯

歯

歯

薬

薬

薬

薬

薬

薬

薬

10 カ月児相談

育児相談

のびのび教室

保

保

保

伊

高

高

高

保

いき はつらつ会

もぐもぐレッスン
9:00～11:00

10:00～11:30

いき

いき

いき

いき

いき

いき

いき

はつらつ会

ひまわりの会

はつらつ会

健康栄養相談

9:00 ～ 11:00

13:00 ～ 16:00

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

ふれあい広場

あぶあぶひろば

のびのび教室

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

ぴよぴよクラブ

元気なのぅ（脳）～教室

一ノ谷公民館
9:30 ～ 11:30

14:00 ～ 15:30

  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

いき

ぴよぴよクラブ

10 カ月児相談
9:30 ～ 11:30

13:15 ～ 13:45

いき

いき

いき

ふれあい広場

あぶあぶひろば

３歳児健診

育児相談

ふれあい広場

あぶあぶひろば

さわやか栄養教室

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

（旧観音寺市 H22 年５月生まれ）

（旧観音寺市 H25 年２月生まれ）

（H25 年６月生まれ）

骨密度測定

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

  茶話会

いき

いきいき

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

10:00 ～ 11:30

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

ゆう酸素リフレッシュ体操

健康相談

健康栄養相談

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

いき
9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

13:15～13:45

9:30～11:00

13:30～15:00

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

3 カ月児健診

筋力つけんな～教室

のびのび教室

はつらつ会

３歳児健診

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
Ｈ25 年 2 月・3 月生まれ）

列石の状況

　平成２２年度の調査で、新しい発見が

ありました。それは、横穴式石室の前

庭部（入口周辺部）に列
れっ

石
せき

の存在が確

認できたことです。列石は、確認され

ている部分では２段構造をとっていて、

前庭部の構造を復元するうえで貴重な

資料が得られました。

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
   Ｈ22 年５月・６月生まれ）

要予約

要予約

（旧観音寺市 H25 年９月生まれ）

献血

大中

豊福

豊福

豊福

共福

愛 保

保

高

いき

ふれ ふれあい広場

あぶあぶひろば

1歳6カ月児健診

のびのび教室

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

14:00 ～ 15:30

（旧観音寺市 H24 年５月生まれ）

要予約

献血

年末年始休み
27日13:00～１月５日


